
❷広報薩摩川内　2010.12.10

平成9年(1997年)12月に京都で行われた
気候変動枠組条約第３回締約国会議。

この会議をきっかけに12月は「地球温暖化防止
月間」と定められています。

　

地
球
温
暖
化
の
大
き
な
原
因
は
、

二
酸
化
炭
素
の
増
加
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室
効

果
ガ
ス
が
増
え
る
と
、
地
球
の
熱
が

宇
宙
空
間
へ
放
出
し

づ
ら
く
な
り
、
温
度

が
上
昇
し
て
し
ま
い

ま
す
。

　

現
実
に
、
世
界
の
平
均
気
温
が
長

期
的
に
見
て
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
世
界
の
人
為
的
な
二
酸
化

炭
素
な
ど
の
排
出
量
は
、
自
然
界
の

吸
収
す
る
量
の
２
倍
に
達
し
て
い
ま

す
。こ
の
ま
ま
排
出
し
続
け
る
と
・・・

●
海
面
の
上
昇

　

�

海
水
の
熱
膨
張
や
氷
河
が
と
け
て
、

海
面
が
最
大
59
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

上
昇
し
ま
す
。

●
生
態
系
へ
の
影
響

　

�

環
境
変
化
に
対
応
で
き
な
い
生
物

が
絶
滅
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

●
感
染
症
の
増
加

　

�

マ
ラ
リ
ア
な
ど
熱
帯
性
の
感
染
症

の
発
生
範
囲
が
広
が
り
ま
す
。

●
異
常
気
象
の
増
加

　

�

干
ば
つ
が
進
ん
だ
り
、
台
風
や
大

雨
の
頻
度
が
増
加
し
ま
す
。

●
食
糧
不
足

　

�

気
候
変
化
や
病
害
虫
の
増
加
で
農

作
物
の
収
穫
が
減
り
、
世
界
規
模

で
食
糧
不
足
が
起
こ
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

台所で

食器を洗うときは給湯器の温度を低めに設定している □はい　□いいえ
冷蔵庫に食品を詰め込みすぎないように気を付けている □はい　□いいえ
炊飯器や電気ポットの保温を止めている □はい　□いいえ
旬の食材、地場の食材を選んでいる □はい　□いいえ
煮物などの下ごしらえは電子レンジを活用している □はい　□いいえ
冷蔵庫の扉は開けている時間を短くするようにしている □はい　□いいえ

お風呂・
洗面所で

水の出しっ放しはしないように気を付けている □はい　□いいえ
お風呂は入る直前にお湯を入れている □はい　□いいえ
お風呂の残り湯を洗濯などに利用している □はい　□いいえ

居間で

部屋の照明はこまめに消灯している □はい　□いいえ
部屋の冷暖房は、夏は 28℃、冬は 20℃を目安にしている □はい　□いいえ
使っていない家電製品はコンセントからプラグを抜いている □はい　□いいえ
テレビをつけたまま、ほかの用事をしないようにしている □はい　□いいえ

お出掛けで
アイドリングはできる限りしないように気を付けている □はい　□いいえ
公共交通機関 (バス、電車など )を利用している □はい　□いいえ

買い物で

マイバッグ (買い物袋 )を持参している □はい　□いいえ
余計な包装を断り、過剰包装のものは買わないようにしている □はい　□いいえ
省エネ型商品を選んでいる □はい　□いいえ
必要なものだけを買い、リサイクルに努めている □はい　□いいえ
再生品 (リサイクル商品 )を購入している □はい　□いいえ

【問合先】＝環境課環境保全グループ　（23）5111（内線 2722）

「はい」の合計
「はい」が14個以上 「はい」が13〜７個 「はい」が６個以下

エコの達人
さらにエコチャレンジを

まだまだエコへの
工夫が可能です

まずはできるところから
始めましょう

地球温暖化防止のために一人ひとりが身近にできることから始めましょう！
＊下表の項目で、あなたに当てはまるものにチェックを入れてみましょう。

あなたの
エコライフ度は？

2010.12.10　広報さつませんだい❸

自
然
に
恵
ま
れ
た
環
境
で　

元
気
い
っ
ぱ
い　

み
ん
な
友
達

平
成
23
年
度
特
認
校
生
募
集

　

特
認
校
制
度（
小
規
模
校
入
学
特

別
認
可
制
度
）と
は
、
一
定
の
条
件

の
も
と
、通
学
区
域
外
の
小
学
校（
小

規
模
校
）へ
特
別
に
入
学
を
認
め
る

制
度
で
す
。

　

豊
か
な
自
然
環
境
を
生
か
し
た
体

験
活
動
や
少
人
数
で
の
授
業
、
上
級

生
か
ら
下
級
生
ま
で
の
親
密
な
交
流

な
ど
、
小
規
模
校
の
良
さ
を
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

学
校
見
学
や
体
験
入
学
も
で
き
ま

す
。
事
前
に
、
各
学
校
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

○
入
学
条
件
＝

①�

市
内
に
居
住
し
、
平
成
23
年
４
月

１
日
現
在
で
小
学
校
１
〜
６
年
生

の
児
童
。

②�

１
年
間
の
通
年
通
学
が
で
き
る
こ

と
。

③�

原
則
と
し
て
自
力
通
学
で
き
る
児

童
で
、
片
道
の
通
学
時
間
が
お
お

む
ね
１
時
間
以
内
で
あ
る
こ
と
。

④�

児
童
が
正
規
の
通
学
区
域
を
越
え

て
通
学
す
る
こ
と
か
ら
、
登
下
校

に
お
け
る
安
全
の
確
保
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
へ
の
協
力
、
そ
の
ほ
か
学
校

の
指
導
な
ど
へ
の
協
力
が
可
能
な

方
。

＊�

在
校
中
の
学
級
の
人
数
な
ど
に
よ

り
、
入
学
が
制
限
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

＊�

ス
ク
ー
ル
バ
ス
利
用
な
ど
に
つ
い

て
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　
申
し
込
み
や
問
い
合
わ
せ
の
際
は

必
ず
本
庁
学
校
教
育
課
に
連
絡
く
だ

さ
い
。

川
内
地
域
特
認
校

■
寄
田
小
学
校（
３
学
級
11
人
）

　

寄
田
町
２
５
３

　

（
27
）３
０
０
１

■
滄
浪
小
学
校（
３
学
級
22
人
）

　

久
見
崎
町
１
５
８

　

（
27
）３
０
０
２

■
吉
川
小
学
校（
３
学
級
13
人
）

　

城
上
町
７
０
８
０
ー
１

　

（
30
）２
３
９
３

■
西
方
小
学
校（
３
学
級
18
人
）

　

西
方
町
３
３
３
１
ー
１

　

（
28
）０
０
０
９

＊�

西
方
小
は
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
で

の
通
学
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

樋
脇
地
域
特
認
校

■
藤
本
小
学
校（
３
学
級
９
人
）

　

樋
脇
町
市
比
野
９
９
４
０

　

（
38
）０
０
３
５

東
郷
地
域
特
認
校

■
山
田
小
学
校（
３
学
級
18
人
）

　

東
郷
町
山
田
３
４
０
９

　

（
42
）４
０
０
１

■
藤
川
小
学
校（
３
学
級
12
人
）

　

東
郷
町
藤
川
９
１
６

　

（
42
）０
９
０
０

申
込
期
間
と
　
　
　
　
　

　
　
　
　
申
込
・
問
合
先

○�

申
込
期
間
＝
平
成
23
年
１
月
11
日

(

火)

〜
31
日(

月)

○�

申
込
方
法
＝
事
前
に
問
い
合
わ
せ

の
上
、
申
込
期
間
内
に
、
保
護
者

が
児
童
同
伴
で
、
印
鑑
を
持
参
し
、

直
接
、
申
込
先
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

○�

申
込
・
問
合
先
＝
本
庁
学
校
教
育

課

　

（
23
）５
１
１
１（

内
線
５
３
１
２
）

＊�

各
学
校
の
児
童
数
は
平
成
22
年
11

月
１
日
現
在
の
数
で
す
。

特 認 校 特認校生を送り出せる学校
寄田小学校
滄浪小学校
吉川小学校

川内地域の小学校

西方小学校
川内地域の肥薩おれんじ鉄道沿線およびＪＲ隈
之城駅周辺の小学校を原則

藤本小学校
樋脇・市比野・平佐西・川内・隈之城・永利小
を原則

山田小学校
藤川小学校

東郷・亀山・可愛・育英小を原則

タマネギの収穫 （山田小）

タケノコ掘り （吉川小）

小川での体験学習（藤本小）

寄田海岸での子ガメの放流（寄田小）




